
新型コロナウイルス感染症の状況及び
本市の取組みについて

第3回新型コロナウイルス感染症対策本部会議
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令和２年２月１３日
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帰国者・接触者相談センター 帰国者・接触者外来

期待される
機能等

・感染が疑われる者から電話で相談を受ける。

・新型コロナウイルス感染症が疑わしいと思
われる者が「帰国者・接触者外来」を適切に
受診できるように調整する。

・具体的には「帰国者・接触者外来」の所在地
や電話番号を伝え、受診前に必ず連絡して、
受診する時刻及び入口等の「帰国者・接触者
外来」を受診する際の注意事項について問い
合わせるよう助言する。

・新型コロナウイルス感染症が疑わしいと思わ
れる者を診察し、鑑別診断を行い、入院の可否
について判断を行う。

・新型コロナウイルス感染症が疑わしいと思わ
れる者が新型コロナウイルス感染症以外の疾
患の患者と接触しないように配慮する。
・可能な限り動線を分ける。
・少なくとも診察室を分けることが望ましい。

設置時期等
の目安

２月上旬を目処に各保健所等に設置

※保健所数472個所（H31.4.1現在）

２月上旬を目処に二次医療圏ごとに１箇所ずつ
設置

※2次医療圏数335個所（H30.4.1現在）

目的： 新型コロナウイルス感染症の対応として、住民の不安を軽減し、患者を診療体制等の整った医療機関
に確実につなぎ、医療機関を発端とした感染症の蔓延をできる限り防止するため。

１ 医療体制について
新型コロナウイルスに係る国内の医療体制整備について

（厚生労働省「新型ウイルス感染症の対応に関する全国衛生主管部（局）長会議」資料より）



感染症が疑われる方
帰国者・接触者
相談センター

帰国者・接触者外来

・市民が直接センターへ相談
・医療機関を介して紹介

・保健所に設置（専用回線）

・市内医療機関に順次設置

感染症指定医療機関
入院措置

検査

２ 患者の探知
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保健所にて行動、接触者調査

・咽頭ぬぐい液
・喀痰

・入院患者増加時は協
力医療機関等へ拡大

相談専用
窓口へ

非該当



（１）患者探知

•日本の感染者（28例）は追跡可能な状況

•中国では湖北省以外への拡大。日本でも軽症や無症状者を確認。

⇒検査対象者を湖北省に限定せず、医師が疑う場合に拡大

今後は医師からの原因不明重症肺炎等による疑似症届出も想定

（２）感染拡大防止対策

探知システムから漏れた患者からの感染拡大の可能性想定

•疫学的関連のない確定患者や市中の集団発生への対応

•医療機関における集団発生への対応

•基本的な感染予防策の周知啓発強化

特に高齢者等の易感染者予防対策の強化

３ 現時点の対応
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（１）市民、関係機関・団体等への情報提供・周知

・市ホームページ掲載
・各種会合、相談対応時等の情報提供（注意喚起等）

４ 情報提供・注意喚起（予防対策）
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（２）チラシ等の多言語化

・相談窓口の周知
・感染予防対策リーフレット
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●「帰国者・接触者相談センター」
【電話番号】 ０２４－５３５－８６６２
【対 象】 ・発熱または咳・痰など呼吸器症状があり、発症前１４日以内に、新型

コロナウイルスに感染した方と濃厚接触をした方
・発熱（37.5度以上）かつ咳・痰など呼吸器症状があり、発症前１４日
以内に中国湖北省への渡航歴がある方
・発熱（37.5度以上）かつ咳・痰など呼吸器症状があり、発症前１４日
以内に、中国湖北省の滞在歴のある方と濃厚接触をした方

●新型コロナウイルス感染症に関する相談専用電話
【電話番号】 ０２４－５３５－８６６１
【受付時間】 午前8時30分～午後5時15分 （土・日・祝日を含む）
【対 象】 ・発熱や呼吸器症状の有無に関わらず、心配な方、気になる方
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５相談体制
（１）相談体制の強化



（２）相談対応状況

（件）

【主な相談内容】
・検査について
・症状について
・予防法
・感染の不安

計 38件

8

５相談体制



■外国人疑い例等受診時の対応

６医療体制（受診の支援）
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外国人
相談者

市相談専用電話
市帰国者・接触者相談
センター
・３者通訳電話（トリオフォン）
・多言語翻訳機

医療機関
・受診時における注意書き表示
・中国語版問診票での対応

英語・韓国・中国語版
・「新型コロナウイルス感染症
リーフレット」

・「市ホームページ」
・「市国際交流協会フェイスブック」

医療機関
・市帰国者・接触者相談センター
紹介
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・受診時における注意書き表示
（医療機関掲示）

６医療体制（受診の支援）
・問診票の作成



■ 「市内医療機関を対象とした新型コロナウイルス感染症研修会」
２月１０日（月） 19時～20時15分 場所：こむこむ館 １５０名参加

６医療体制（情報共有・連携）
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（１）新型コロナウイルス感染状況と福島市の取り組みについて（報告）
（福島市保健所 中川昭生所長）

（２）新型コロナウイルス感染症対策について（講義）
（福島医科大学附属病院 感染制御部 仲村究副部長）


